
BeppoSAX衛星による衛星による衛星による衛星によるSeyfert2
型銀河型銀河型銀河型銀河Mrk1210ののののX線観測線観測線観測線観測
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Mrk1210

近傍（近傍（近傍（近傍（z=0.0135)ののののAGN
明るい水メーザー天体明るい水メーザー天体明るい水メーザー天体明るい水メーザー天体
Seyfert2型銀河に分類される型銀河に分類される型銀河に分類される型銀河に分類される

Seyfert銀河銀河銀河銀河

中心核のまわりを分子雲（トーラス）が取り巻く構造中心核のまわりを分子雲（トーラス）が取り巻く構造中心核のまわりを分子雲（トーラス）が取り巻く構造中心核のまわりを分子雲（トーラス）が取り巻く構造
視線方向にトーラスを見込む　　⇒　　　視線方向にトーラスを見込む　　⇒　　　視線方向にトーラスを見込む　　⇒　　　視線方向にトーラスを見込む　　⇒　　　Seyfert2型型型型

中心からの直接成分は吸収　　スペクトルには散乱成分、鉄輝線中心からの直接成分は吸収　　スペクトルには散乱成分、鉄輝線中心からの直接成分は吸収　　スペクトルには散乱成分、鉄輝線中心からの直接成分は吸収　　スペクトルには散乱成分、鉄輝線
明るさや、吸収量の時間変動が報告されている明るさや、吸収量の時間変動が報告されている明るさや、吸収量の時間変動が報告されている明るさや、吸収量の時間変動が報告されている

Mrk1210ののののMECSイメージイメージイメージイメージ



これまでのこれまでのこれまでのこれまでのX線観測線観測線観測線観測
ASCA 1995

強い中性の鉄ライン強い中性の鉄ライン強い中性の鉄ライン強い中性の鉄ライン
ソフト成分でのＸ線の検出ソフト成分でのＸ線の検出ソフト成分でのＸ線の検出ソフト成分でのＸ線の検出

中心からの放射が散乱、反射中心からの放射が散乱、反射中心からの放射が散乱、反射中心からの放射が散乱、反射

Seyfert2型の特徴をよく表す型の特徴をよく表す型の特徴をよく表す型の特徴をよく表す

２成分２成分２成分２成分power-law(ααααph=1.7 fix)でよくフィットでよくフィットでよくフィットでよくフィット
NH～～～～1023cm2

Lac>1042erg/s

すべて散乱成分だとするとすべて散乱成分だとするとすべて散乱成分だとするとすべて散乱成分だとすると Lint～～～～1043erg/s

Awaki et al
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SAXで得られたスペクトルで得られたスペクトルで得られたスペクトルで得られたスペクトル
100keVまで同じまで同じまで同じまで同じpowerlaw
で伸びているで伸びているで伸びているで伸びている

今回今回今回今回初めて初めて初めて初めてハード成分のハード成分のハード成分のハード成分の
起源が中心からの放射で起源が中心からの放射で起源が中心からの放射で起源が中心からの放射で
あることがわかったあることがわかったあることがわかったあることがわかった

ASCAのスペクトルと形が違うのスペクトルと形が違うのスペクトルと形が違うのスペクトルと形が違う

他の他の他の他のSeyfert2(M51,NGC1365)
ののののように吸収量が変化？ように吸収量が変化？ように吸収量が変化？ように吸収量が変化？

wabs ×××× (powerlaw ＋＋＋＋ wabs(powerlaw ＋　＋　＋　＋　gaussian))

ででででASCAのデータと比べることで吸収量とのデータと比べることで吸収量とのデータと比べることで吸収量とのデータと比べることで吸収量とX線光度線光度線光度線光度

の変動について調べたの変動について調べたの変動について調べたの変動について調べた

２成分２成分２成分２成分power-lawモデルモデルモデルモデル

銀河吸収に銀河吸収に銀河吸収に銀河吸収にfix ソフト成分ソフト成分ソフト成分ソフト成分 吸収体吸収体吸収体吸収体 ハード成分ハード成分ハード成分ハード成分
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時間変動時間変動時間変動時間変動
１、１、１、１、long time variability     ～～～～ASCAととととSAXの比較～の比較～の比較～の比較～

2.833.38鉄ライン強度鉄ライン強度鉄ライン強度鉄ライン強度

(10-5)

5.656.66Fsoft
(1012erg/s/cm2)

21.14.06Fhard
(1012erg/s/cm2)

17.03.45LX(1042erg/s)

2.092.24NH(1023cm2)

SAXASCA

・吸収量は大きく変動していない・吸収量は大きく変動していない・吸収量は大きく変動していない・吸収量は大きく変動していない
・・・・X線光度が線光度が線光度が線光度がfactor5ほど増加ほど増加ほど増加ほど増加

・ソフト成分はほとんど変動しない・ソフト成分はほとんど変動しない・ソフト成分はほとんど変動しない・ソフト成分はほとんど変動しない
・鉄ライン強度は変動なし・鉄ライン強度は変動なし・鉄ライン強度は変動なし・鉄ライン強度は変動なし

散乱体は離れている散乱体は離れている散乱体は離れている散乱体は離れている

Lintと同程度と同程度と同程度と同程度

ASCA

SAX
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２、２、２、２、short time variability ～～～～SAXのライトカーブ～のライトカーブ～のライトカーブ～のライトカーブ～

MECSのハード成分に変動の構造がみられるのハード成分に変動の構造がみられるのハード成分に変動の構造がみられるのハード成分に変動の構造がみられる

10000sのスケールで中心活動が変動した可能性のスケールで中心活動が変動した可能性のスケールで中心活動が変動した可能性のスケールで中心活動が変動した可能性

LECS MECS 10000s/bin

短いタイムスケールでのＸ線光度の変動を見積もる短いタイムスケールでのＸ線光度の変動を見積もる短いタイムスケールでのＸ線光度の変動を見積もる短いタイムスケールでのＸ線光度の変動を見積もる

全エネルギー全エネルギー全エネルギー全エネルギー

2-10keV

0-2keV



Discussion
ASCAととととSAXのスペクトルの変動のスペクトルの変動のスペクトルの変動のスペクトルの変動

吸収は変化なし、吸収は変化なし、吸収は変化なし、吸収は変化なし、ハードハードハードハードX線線線線光度のみ光度のみ光度のみ光度のみ

が増加が増加が増加が増加

中心の明るさのみが変化した中心の明るさのみが変化した中心の明るさのみが変化した中心の明るさのみが変化した

Mrk3がよくにているがよくにているがよくにているがよくにている

吸収量の変化吸収量の変化吸収量の変化吸収量の変化 中心成分の変化中心成分の変化中心成分の変化中心成分の変化

中心成分中心成分中心成分中心成分

２２２２成分成分成分成分power-lawモデルでは、、モデルでは、、モデルでは、、モデルでは、、

低エネルギー側の観測のみでは低エネルギー側の観測のみでは低エネルギー側の観測のみでは低エネルギー側の観測のみでは
区別しづらい区別しづらい区別しづらい区別しづらい

X線光度が変動していないとすると線光度が変動していないとすると線光度が変動していないとすると線光度が変動していないとすると

吸収量が変化した吸収量が変化した吸収量が変化した吸収量が変化した
NGC1365

Mrk3Iwasawa et al Awaki et al

soft
hard

中心は吸収のため中心は吸収のため中心は吸収のため中心は吸収のため
見えない見えない見えない見えない NGC1365

中心は暗いため中心は暗いため中心は暗いため中心は暗いため
見えない見えない見えない見えない

Iyomoto et al Risaliti et al



まとめまとめまとめまとめ
Seyfert2型銀河型銀河型銀河型銀河Mrk1210の吸収量との吸収量との吸収量との吸収量とX線線線線光度の変動光度の変動光度の変動光度の変動
についてについてについてについてASCAととととSAXの観測を比較したの観測を比較したの観測を比較したの観測を比較した

SAXででででAGNの直接成分をの直接成分をの直接成分をの直接成分を初めて初めて初めて初めて検出した検出した検出した検出した

X線光度が大きく増加した線光度が大きく増加した線光度が大きく増加した線光度が大きく増加した

吸収量が大きく変動した吸収量が大きく変動した吸収量が大きく変動した吸収量が大きく変動した

吸収体は吸収体は吸収体は吸収体はclump状状状状(数数数数pc)質量降着率が変動？質量降着率が変動？質量降着率が変動？質量降着率が変動？

吸収が変動吸収が変動吸収が変動吸収が変動明るさが変動明るさが変動明るさが変動明るさが変動

どちらにしても珍しい例どちらにしても珍しい例どちらにしても珍しい例どちらにしても珍しい例
　　　　　　　　　　中心構造を解明するのに重要な天体　　　　　　　　　　中心構造を解明するのに重要な天体　　　　　　　　　　中心構造を解明するのに重要な天体　　　　　　　　　　中心構造を解明するのに重要な天体
中心成分を中心成分を中心成分を中心成分を広いＸ線領域で広いＸ線領域で広いＸ線領域で広いＸ線領域で複数回観測することが重要複数回観測することが重要複数回観測することが重要複数回観測することが重要

区別は難しい区別は難しい区別は難しい区別は難しい


